
7 ２９７号　令和元年（２０１９年）１１月９日発行

常任委員会の審査報告から

特別委員会の中間報告から
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第
47
号
議
案

府
中
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

第
51
号
議
案

令
和
元
年
度
府
中
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

第
46
号
議
案

府
中
市
消
防
団
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
57
号
議
案

平
成
30
年
度
府
中
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

建

設

環

境

委

員

会

文

教

委

員

会

　
こ
の
議
案
は
、
国
の
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の

　
主
な
改
正
内
容
と
し
て
、
「
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
実
施

さ
れ
る
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
よ
り
、
利
用
者
負
担
額

の
支
払
い
を
満
３
歳
未
満
の
保
育
認
定
子
ど
も
に
限
定
す
る
こ

と
及
び
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
が
創
設
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
文
言
整
理
な
ど
を
行
う
」
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
質
疑
に
対
し
て
、
「
認
証
保
育
所
や
認
可
外
保
育
施
設
に
つ

い
て
は
、
９
月
中
に
無
償
化
の
対
象
と
な
る
方
へ
認
定
書
を
送

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、
「
国
の
制
度
改
正
に
伴
う
条
例
の
一
部
改
正
で

あ
る
こ
と
や
市
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
案
に
賛

成
す
る
」「
制
度
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
保
育
園
が
あ
り
、
内

容
が
複
雑
に
な
る
と
思
う
た
め
、
周
知
徹
底
を
お
願
い
し
、
本

案
に
賛
成
す
る
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
、
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措

置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
が
令
和
元
年
６
月
に
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
消
防
団
員

の
欠
格
条
項
に
つ
い
て
、
必
要
な
規
定
の
整
備
な
ど
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の

　
主
な
改
正
内
容
と
し
て
、
「
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐

人
を
削
除
す
る
」「
後
見
開
始
の
審
判
ま
た
は
保
佐
開
始
の
審

判
を
受
け
た
と
き
を
削
除
す
る
」
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
質
疑
に
対
し
て
、
「
隊
員
と
し
て
の
必
要
な
能
力
の
有
無
を

判
断
す
る
具
体
的
な
流
れ
に
つ
い
て
は
、
各
分
団
長
が
面
談
を

行
い
、
個
別
的
、
実
質
的
に
判
断
を
示
す
。
そ
の
上
で
団
長
へ

伝
え
、
市
長
の
承
認
を
得
て
任
命
す
る
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、
「
消
防
団
員
は
、
日
々
非
常
に
厳
し
い
状
況
の

中
で
、
頑
張
っ
て
い
る
た
め
、
け
が
な
ど
の
発
生
が
な
い
こ
と

を
祈
る
が
、
ル
ー
ル
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
し
っ
か
り
と

作
成
し
て
も
ら
う
こ
と
を
要
望
し
、
本
案
に
賛
成
す
る
」
等
の

意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
、
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
本
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
億
６
９
４
５
万
７

０
０
０
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
１
８
１
億
１
６
１
１
万
６

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
補
正
の
内
容
は
、
平
成
30
年
度
決
算
に
伴
う
繰
越
金
等
に
よ

る
所
要
の
予
算
措
置
を
行
う
も
の
で
、
歳
入
で
は
、
繰
越
金
や

地
域
支
援
事
業
支
援
交
付
金
等
を
増
額
、
歳
出
で
は
、
介
護
給

付
費
等
準
備
基
金
費
や
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

費
等
を
増
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
質
疑
に
対
し
て
、
「
介
護
認
定
で
要
支
援
に
な
る
方
が
予
想

よ
り
も
多
く
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
利
用

者
に
お
け
る
要
支
援
者
の
認
定
者
数
の
見
込
み
を
当
初
２
７
３

６
人
と
計
上
し
て
い
た
が
、
最
終
的
に
３
８
８
０
人
程
度
の
見

込
み
と
な
り
、
人
数
が
大
幅
に
増
え
た
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、
「
今
後
、
介
護
職
員
の
拡
充
に
つ
い
て
も
、
問

題
に
な
る
と
思
う
の
で
、
処
遇
改
善
の
部
分
や
事
業
者
へ
の
支

援
な
ど
の
対
応
を
進
め
て
欲
し
い
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
意
義
な
く
、
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
本
決
算
の
総
額
は
、
歳
入
が
36
億
７
５
７
５
万
９
０
０
０
円

で
執
行
率
94
・
９
％
、
歳
出
が
35
億
３
４
９
３
万
９
０
０
０
円

で
執
行
率
91
・
３
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
下
水
道
使
用
料
及
び
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
で
、
下
水
道
使
用
料
は
現
年
度
分
が
延
べ
１
６
０
万

２
０
３
５
件
分
、
過
年
度
分
は
１
万
６
１
２
７
件
分
と
な
っ
て

い
る
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
下
水
道
費
と
基
金
積
立
金
と
な

っ
て
い
る
。

　
質
疑
に
対
し
て
、
「
市
下
水
道
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、

老
朽
化
対
策
事
業
に
改
築
基
金
を
充
て
る
こ
と
で
市
債
の
増
加

に
よ
る
財
政
負
担
の
抑
制
を
図
る
も
の
と
し
て
い
る
た
め
、
基

金
を
う
ま
く
活
用
し
、
下
水
道
財
政
の
安
定
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
」「
下
水
道
施
設
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い

て
、
平
成
30
年
度
に
東
部
第
一
処
理
分
区
の
工
事
が
完
了
し
、

現
在
は
、
南
部
処
理
区
の
３
地
区
目
の
長
寿
命
化
計
画
を
策
定

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
進
捗
率
に
つ
い
て
は
、
30
年
度
末

で
57
・
９
％
と
な
っ
て
い
る
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
、
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

基

地

等

跡

地

対

策

特

別

委

員

会

　
調
布
基
地
跡
地
の
状
況
に
つ
い
て
、
調
布
基
地
跡
地
関
連
事
業

推
進
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
都
か
ら
航
空
機
墜
落
事
故
に
お
け
る

被
害
者
支
援
の
仕
組
み
の
構
築
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
三

鷹
市
、
調
布
市
、
本
市
の
各
市
長
は
改
め
て
地
域
住
民
へ
の
丁
寧

な
説
明
な
ど
を
行
う
よ
う
要
望
し
、
報
告
を
了
承
し
た
。

　
府
中
基
地
跡
地
留
保
地
の
状
況
に
つ
い
て
、
市
で
は
利
用
を
検

討
す
る
施
設
な
ど
、
基
礎
と
な
る
考
え
を
示
し
た
募
集
要
領
を
公

表
し
、
民
間
事
業
者
に
対
し
提
案
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
最
終
的

に
４
事
業
者
か
ら
提
案
が
あ
り
、
令
和
元
年
９
月
に
公
開
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
小
金
井
街
道
に
お
け
る
歩
行
者
空
間
の
課
題
へ
の
対
応
状
況
に

つ
い
て
、
市
の
取
得
要
望
書
に
対
し
、
元
年
７
月
に
国
か
ら
要
望

ど
お
り
処
理
す
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
こ

れ
を
了
承
し
た
。

市

庁

舎

建

設

特

別

委

員

会

　
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
、
西
庁
舎
南

側
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
計
画
で
は
令
和
元
年
７
月
末
に
調
査
と

仮
復
旧
を
完
了
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
中
世
の
遺
構
が
発
見
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
詳
細
な
調
査
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
等
か
ら
、

工
程
を
元
年
９
月
下
旬
ま
で
の
完
了
に
見
直
し
て
い
る
。

　
新
庁
舎
建
設
に
伴
う
先
行
移
転
に
係
る
本
庁
舎
及
び
第
２
庁
舎

の
配
置
等
に
つ
い
て
は
、
年
末
に
市
民
協
働
推
進
部
、
年
度
末
に

都
市
整
備
部
が
第
２
庁
舎
へ
移
転
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

　
ま
た
、
紛
争
予
防
条
例
に
基
づ
く
近
隣
住
民
に
対
す
る
説
明
会

を
、
元
年
７
月
に
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
や
新
庁
舎
の
実
施

設
計
の
概
要
を
改
め
て
説
明
し
た
ほ
か
、
着
工
時
期
と
竣
工
時
期

な
ど
の
具
体
的
な
全
体
工
程
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
な
ど
の

報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

学

校

施

設

老

朽

化

対

策

特

別

委

員

会

　
市
学
校
施
設
改
築
・
長
寿
命
化
改
修
計
画
（
仮
称
）
に
つ
い
て
、

老
朽
化
対
策
に
お
け
る
次
期
実
施
校
と
し
て
、
第
三
小
学
校
と
第

六
小
学
校
が
示
さ
れ
、
今
後
は
同
計
画
へ
の
位
置
付
け
を
行
う
と

と
も
に
、
令
和
２
年
度
に
校
舎
等
の
改
築
に
係
る
基
本
構
想
の
作

成
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
早
期
改
築
着
手
校
で
あ
る
第
八
小
学
校
及
び
第
一
中
学
校
の
改

築
事
業
に
伴
う
基
本
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
、
改
築
計
画
と
し
て
、

校
舎
棟
及
び
体
育
館
棟
、
附
属
建
物
で
あ
る
屋
外
倉
庫
な
ど
を
新

た
に
建
設
す
る
ほ
か
、
第
一
中
学
校
で
は
、
武
道
場
棟
の
改
修
工

事
も
行
う
計
画
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
２
校
と
も
に
３

年
度
の
夏
休
み
ま
で
に
仮
設
校
舎
を
建
設
し
、
４
年
度
の
３
学
期

か
ら
新
校
舎
で
の
学
校
運
営
の
開
始
を
目
指
す
計
画
と
し
て
い
る

な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

北府中駅と西府駅について
始発時からの駅員配置を
要望してもらいたいがどうか

状況の把握に努め、必要に応じて
対 応を検 討していきた い

一般質問・常任委員会・特別委員会

▲始発時からの駅員配置を

結
城 

亮 

議
員（
共
産
）　
北
府
中

駅
と
西
府
駅
に
つ
い
て
は
、
平
成

27
年
２
月
よ
り
始
発
か
ら
午
前
６

時
ま
で
の
間
、
駅
員
が
不
在
と
な

っ
て
い
る
と
聞
く
が
、
身
体
に
障

が
い
が
あ
る
方
に
と
っ
て
大
き
な

不
安
要
素
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
市
は
こ
の
両

駅
の
早
朝
無
人
化
を
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
か
。

都
市
整
備
部
長

　
障
が
い
者
の
方

々
へ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
が
不

十
分
に
な
る
な
ど
、
安
全
性
等
の

低
下
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

議
員

　
全
て
の
市
民
に
安
心
で
安

全
な
旅
客
輸
送
サ
ー
ビ
ス
が
保
証

さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
た
め
、
東

日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
に
始
発

時
か
ら
の
駅
員
配
置
を
要
望
し
て

も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長

　
今
後
、
状
況
の

把
握
に
努
め
、
必
要
に
応
じ
て
対

応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

他 

府
中
市
職
員
の
「
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
」
の
創
設
と
、
そ
の
運
用
、
問

題
点
に
つ
い
て


